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はい いさはい いさはい いさ
《沖縄協同病院の理念》

○人権といのちの尊厳を守
る、無差別平等の医療を行
います。

○地域と共に平和で健康に暮
らせる、まちづくりを行い
ます。

《沖縄協同病院医師研修理念》

○基本的診療能力を身につける

ことを第一の目標とし、患者

を「一人の人間」として捉え、

「患者の幸せ」を追求できる医

師を養成します。

◎「はいさい」は沖縄協同病院のホームページ　病院広報誌「はいさい」欄に掲載しています。

各科から リハビリ室110当院にDMAT発足

　
こ
ん
に
ち
は
、
今
年
も
9
月
25

日
〜
11
月
30
日
の
間
、
生
協
強
化

月
間
が
始
ま
り
ま
す
。
沖
縄
協
同

病
院
で
は
今
年
度
も
「
健
康
・
平

和
・
い
の
ち
輝
く
社
会
を
つ
く
る
」

を
理
念
に
掲
げ
1
7
8
0
人
の
仲

間
ふ
や
し
を
目
標
に
し
、
取
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
当
院
は
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の

出
資
と
活
動
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
少
し
ず
つ
出

病
院
機
能
評
価
を
受
審
し
ま
す

　
皆
さ
ん
、
D
M
A
T
っ

て
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
D
M
A
T〈
デ
ィ
ー
マ
ッ
ト
〉

（D
isaster m

edical 
A
ssistance Team

）

と
は
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
の
こ
と
で
、
詳
し
く

説
明
す
る
と
「
災
害
急
性
期
に
活
動
で
き
る
機
動

性
を
持
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
医
療
チ
ー

ム
」
の
こ
と
で
す
。

　
2
0
1
5
年
２
月
に
沖
縄
協
同
病
院
か
ら
5

名
の
職
員
が
規
定
の
研
修
・
訓
練
を
修
了
し
日

本
D
M
A
T
隊
員
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

〈
隊
員
紹
介
〉

沖
山
光
則
（
医
師
）
伊
良
波
禎
（
医
師
）

與
那
嶺
雄
（
看
護
師
）
松
田
清
隆
（
看
護
師
）

松
原
勝
也
（
理
学
療
法
士
）
の
5
名
で
す
。

〈
主
な
活
動
内
容
〉

　
近
隣
局
地
災
害
時
、
遠
隔
災
害
時
な
ど
に
出

動
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
複
数
の
都
道
府
県
に
被
害
が
及
ぶ
広

域
災
害
が
発
生
し
、一つ
の
都
道
府
県
で
は
対
応

が
不
可
能
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
被
災
都
道
府

県
よ
り
要
請
を
受
け
た
D
M
A
T
が
都
道
府
県

外
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。

　
当
院
D
M
A
T
は
ま
だ
発
足
し
た
ば
か
り
で
、

経
験
な
ど
も
少
な
く
未
熟
な
チ
ー
ム
で
す
が
、
今

後
も
定
期
的
な
訓
練
を
繰
り
返
し
、
地
域
に
頼
ら

れ
る
D
M
A
T
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
室　
松
原
勝
也

し
た
お
金
で
、「
い
つ
で
も
、
だ

れ
も
が
、
安
心
し
て
良
い
医
療
が

受
け
ら
れ
る
」
病
院
を
運
営
・
存

続
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
生
協
法
で
は
〝
病
院
利
用

者
は
組
合
員
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
〞
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
病

院
利
用
者
の
う
ち
組
合
員
じ
ゃ
な

い
方
の
割
合
が
多
く
な
れ
ば
、
国

か
ら
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
私
た
ち
は
、
病
院
を
利
用

す
る
方
す
べ
て
が
、
組
合
員
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
未
加
入
の
方
は
そ
の
点
に

つ
い
て
も
ご
理
解
の
上
、
是
非
、

組
合
へ
の
加
入
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

事
務
次
長　
當
山
浩
三

　
去
る
9
月
5
日
、
名
護
市

辺
野
古
の
米
軍
キ
ャ
ン
プ
・

シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
で
「
辺

野
古
新
基
地
建
設
断
念
！
戦

争
法
案
廃
案
！
工
事
再
開
を

許
さ
な
い
！
の
県
民
集
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
院
か

ら
も
多
く
の
職
員
、
ま
た
組

合
員
さ
ん
が
ゲ
ー
ト
前
に
集

ま
り
、
開
会
前
の
集
中
豪
雨

の
中
、
早
く
か
ら
集
会
に
参

加
し
て
い
た
職
員
は
び
し
ょ

濡
れ
に
な
り
な
が
ら
も
「
新

基
地
建
設
反
対
」
を
訴
え
ま

し
た
。

　
集
会
が
始
ま
る
と
、
県
内

の
各
団
体
か
ら
の
訴
え
や
学

生
団
体
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
で
集
会
に
駆
け
つ
け
た
参

加
者
の
熱
気
、
新
基
地
建
設

を
許
さ
な
い
県
民
の
思
い
が

会
場
全
体
に
広
が
り
ま
し

た
。
今
後
も
辺
野
古
基
地
が

設
置
さ
れ
な
い
た
め
、
戦
争

が
で
き
る
国
に
な
ら
な
い
た

め
、
継
続
的
に
集
会
に
参
加

し
、
私
た
ち
の
思
い
を
行
動

で
示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
改
め
て
感
じ
さ
せ

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
課　
平
川
俊
太

「
新
基
地
建
設
を
許
さ
な
い

辺
野
古
現
地
集
会
」に
参
加
し
て

　
病
院
機
能
評
価
と
は
日
本
の
病

院
を
対
象
に
組
織
全
体
の
運
営
管

理
や
提
供
さ
れ
る
医
療
に
つ
い
て

「
公
益
財
産
法
人
病
院
機
能
評
価

機
構
」
が
中
立
的
、
科
学
的
・
専

門
的
な
見
地
か
ら
評
価
、
認
定
を

す
る
も
の
で
、
現
在
は
全
国
約
3

割
の
病
院
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。（
病
院
機
能
評
価
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
）

　
当
院
は
2
0
0
4
年
に
最
初
の

認
定
を
受
け
、
2
0
1
1
年
に
更

新
、
来
年
5
月
に
2
度
目
の
更
新

受
審
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
評
価
内
容
は
「
患
者
中
心
の
医

療
の
推
進
」「
良
質
な
医
療
の
実

践
」「
理
念
達
成
に
向
け
た
組
織

運
営
」
の
項
目
で
評
価
調
査
者

（
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
）
が
来
院
し
職

員
に
聞
き
取
り
を
し
た
り
、
療
養

環
境
や
手
順
書
な
ど
を
確
認
し
ま

す
。

　
審
査
を
受
け
る
準
備
を
通
し
て

病
院
全
体
で
改
善
活
動
に
取
り
組

み
、
ひ
い
て
は
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

質
向
上
や
安
全
で
安
心
な
医
療
の

提
供
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
標
で

す
。

　
現
在
は
基
本
の
「
環
境
整
備
」

と
し
て「
５
S
活
動（
整
理・整
頓
・

清
潔
・
清
掃
・
習
慣
）」
に
全
職

員
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。病

院
機
能
評
価
受
審
準
備
委
員
会

師
長
室　
玉
城
淳
子

整形外科体制変更のお知らせ
9 月より下記のように変更になりました

★診察開始時間９時～　　★受付終了時間10時

月　　　　火　　　　水　　　　木　　　　金　　　　土

金城仁 上原昌義 津田智弘 上原健 上原健 交代
第5は休診

午　
前

一　
診

上原健 津田智弘 上原昌義 金城仁 若林創
二　
診

組
合
加
入
強
化
月
間
ス
タ
ー
ト
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◎「はいさい」は沖縄協同病院のホームページ　病院広報誌「はいさい」欄に掲載しています。

おきなわの

自然　65

虹の箱より虹の箱より
虹の箱とは患者さまの声を医療活動に

反映させていくための投書箱です。

回　答

投　書 　２Ｆの会計とても便利で良いと思います。

皆にわかるように「会計」と表示してほしいです。

　以前から表示していたのですが、担当者により表示の

場所が変わっていたのでわかりにくかったのかもしれま

せん、申し訳ありませんでした。改めて外科受付側からと、小児科、皮

膚科側からの２方向より見やすいように固定で表示いたしました。

ご意見有難うございました。

　今後も皆さまの意見・要望を取り入れ、より利用しやすい病院運営

に努めて参りますのでよろしくお願いいたします。

総合案内　大田明子

響
き
合
う
　
遠
く
近
く
の
虫
の
声

病院の活動状況活動状況＜8月度＞

・外来一日平均患者数：538人（前年同月比－14人）

・入院一日平均患者数：278人（前年同月比＋7人）

・組 合 員 利 用 率：57.1％（前年同月比＋0.7％）

ノ
ニ

　
沖
縄
の
薬
草
と
名
の

付
く
も
の
は
ほ
と
ん
ど

自
分
で
育
て
、
料
理
や

お
茶
、
或
い
は
購
入
し

て
味
を
し
て
み
た
。
そ

の
中
で
ダ
ン
ト
ツ
に
ま
ず
か
っ
た
の
は
ノ
ニ

（
ジ
ュ
ー
ス
）
で
あ
る
。
言
葉
で
は
言
い
表

せ
な
い
味
が
あ
る
の
を
初
め
て
知
っ
た
。
ノ

ニ
は
万
病
に
効
く
（
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
な
の

で
腎
臓
病
に
は
注
意
！
）
と
言
わ
れ
、
現
地

で
は
「
奇
跡
の
フ
ル
ー
ツ
」
と
か
「
神
か
ら

の
贈
り
物
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

神
は
人
間
が
万
病
を
克
服
す
る
こ
と
を
喜
ん

で
な
い
よ
う
だ
。

　
ノ
ニ
の
原
産
地
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
海
岸

植
物
の
種
は
波
で
遠
く
ま
で
運
ば
れ
る
よ
う

に
コ
ル
ク
状
か
空
洞
に
な
っ
て
い
る
。
ノ
ニ

の
種
も
空
洞
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
八
重

山
の
海
岸
に
た
ど
り
つ
い
て
ヤ
エ
ヤ
マ
ア
オ

キ
と
名
付
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
沖
縄
で
は

琉
球
王
朝
時
代
か
ら
薬
用
や
染
料
に
利
用
し

て
い
た
よ
う
だ
が
、
果
汁
に
し
て
飲
む
こ
と

は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　「
ヤ
エ
ヤ
マ
ア
オ
キ
」
は
販
売
業
者
が
〝
ノ

ニ
（
ジ
ュ
ー
ス
）〞
と
言
う
名
で
大
々
的
に

売
り
出
し
た
た
め
に
、
ノ
ニ
の
名
が
定
着
し

た
。「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
も
〝
戦
争
法

案
〞
と
言
う
名
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
数
十

年
前
に
国
民
の
反
発
で
見
送
ら
れ
た
「
国
民

総
背
番
号
制
」
は
〝
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
〞
と
名

前
を
変
え
て
虎
視
眈
々

と
定
着
を
狙
っ
て
い

る
。

と
よ
み
生
協
病
院
　
　
　

　
総
務
課
長
　
金
城
稲
子

画・内科医  上原 和博

　
３
・
11
の
東
日
本
大
震
災
で
経
験
し
た
よ
う
に
災
害
は
、

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。

　
当
院
で
は
大
規
模
災
害
等
に
備
え
て
、
食
料
の
供
給
が
途

絶
え
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
日
頃
か
ら
３
日
分
、
全
患
者
様

の
食
事
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
９
月
９
日
救
急
の
日
に
ち
な
ん
で
、
沖
縄
協
同
病

院
・
と
よ
み
生
協
病
院
の
２
院
所
に
お
い
て
、
昼
食
の
主
菜

に
備
蓄
食
品
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
普
段
の
病
院
食
を
食
べ
慣
れ
て
い
る
患
者
様
の
中
に
は
、

濃
い
味
付
け
だ
っ
た
た
め
驚
い
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
備
蓄
食
品
に
し
て
は
お
い
し
い
」
な
ど
の
感
想

も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
を
通
し
て
実
際
の
災
害
の
食
事
が
ど
う
い
っ
た

も
の
な
の
か
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

栄
養
管
理
室　
平
原
貴
久
乃

大
規
模
災
害
に
備
え
て

９
月
９
日
は
救
急
の
日

( ビーフシチュー )

投　書 　娘が発熱が続いていた為受診しました。

　小児科外来の受診は、初めてでしたが看護師さんの皆さ

んの対応がとても素晴らしいのに感動しました。

　言葉遣い、笑顔、患児や家族への声掛け、とても暖かく感じました。

　わたしも看護師をしていますが、自分の仕事への姿勢を振り返る

機会になりました。ありがとうございます。
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